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父親の子育て支援 

 
学生団体名 地域間交流研究会 （金城大学短期大学部） 

参加学生  松永和華・橋京子・鳴海成華・中村鈴菜ほか 計 23 名 

 

1. 地域活動の概要 

 

本事業では、自治体、保育園、幼稚園、子育て支援ＮＰＯ、山間部の地域住民と提携し、平野部の若

い親子が過疎化の進む山間部の高齢者を訪問して自然や伝統文化に触れる内容の活動を企画、運営する。

特に、普段、子どもと関わることが少ない父親が子どもと共に活動できる機会を設け、その子育てを支

援することを重視する。その際には、幼児教育学科の学生が専門的な知識を活かして親子を補助する。 

     

2. 地域活動の具体的な内容 

  

・6 月 15 日（日）8：00～16：00 白山市木滑地区 芋苗植え  

参加者数 40 名（学生 10 名、親子・地域住民 30 名） 蝶屋保育園の親子が参加 

芋苗の植え方について地域住民が指導。 

 

 

・8 月 9 日（土）8：00～16：00 中宮地区 岩魚つかみ  

参加者数 45 名（学生 10 名、親子・地域住民 35 名） おやこの広場あさがおの親子が参加 

事前に地域住民が岩魚を捕獲し準備。 
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・8 月 18 日（月）8：30～16：00 木滑地区 流しそうめん 

 参加者数 49 名（学生 13 名、親子・地域住民 36 名） 西南幼稚園の親子が参加 

流しそうめんの準備を地域住民が担当。 

 

 

・10 月 3・4日（土・日）16：00～18：00、10：00～12：00 

金城大学短期大学部 イクメン支援関連講演会・座談会 

 イクメンについて専門家の講演を聴き、様々な立場から語り合った。 

 

 

・10 月 11 日（土）8：00～16：00 木滑地区 芋掘り  

参加者数 47 名（学生 12 名、親子・地域住民 35 名） 蝶屋保育園の親子が参加 

芋の堀り方について地域住民が指導。 
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・11 月 22 日（土）8：30～16：00 中宮地区 郷土料理作り  

参加者数 55 名（学生 10 名、地域住民 45 名） おやこの広場あさがおの親子が参加 

料理方法について地域住民が指導。 

 

 

・12 月 13 日（土）8：00～16：00 白山市内 クリスマス会 

 参加者数 247 名（学生 7名、地域住民 240 名） おやこの広場あさがおの親子が参加 

パパネットあさがおの父親が仮装して出演。 

 

 

・1 月 31 日（土）8：00～16：00 中宮地区 雪遊び  

参加者数 37 名（学生 7名、地域住民 30 名） おやこの広場あさがおの親子が参加 

地域住民が昼食作りを指導。 
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・2月 28 日（土）8：00～16：00 木滑地区 雪遊び 活動開催予定 

 

3． 地域活動の成果 

  

・活動への参加と共同作業によって父子の絆を深めることができた。 

・子育て中の父親同士のコミュニケーションを図ることができた。 

・学生を含めた参加者が子育てに関する知識・理解をえることができた。 

・子育てに参加する父親を支援する団体（パパネットあさがお）をサポートすることができた。 

 

4. 来年度の地域活動計画  

  

 来年度も今年度同様に、地域の保育園、幼稚園や子育て支援団体と連携しながら、平野部の親子が山

間部の高齢者と交流する活動を企画していきたい。活動の回数や内容は年々充実する傾向にあるが、例

年と同じく今年も、母親と子どもの組み合わせでの参加が多く、父親の参加は少なめであった。さらに

父親の参加が増え、活動に於いて父親も中心的存在となるよう、活動の存在の周知や活動内容の改善に

努めたい。 

 

5. 学生の感想 

 

・保育実習でも父親とは関わることはないので貴重な機会になった。 

・せっかく活動に参加しても父親があまり関われていない時があった。 

・子どもと一対一で関わる機会が多かったので、より子どもの特性を知ることができた。 

・普段学んでいる手遊びや読み聞かせの実践をすることができた。 

・前回参加していた親子に覚えていてもらえると励みになった。 

・時間が許せば活動前の打ち合わせにもっと参加したかった。 

 

6. 地域活動に対する地域からの評価 

 

・学生の手助けによって可能になる活動もあり大変助かっている。 

・定期的に若い人たちが来てくれるので町おこしの励みになる。 

・新しい活動内容をこちらから提案するので、また来て欲しい。 

 




